
2018 年度国際教養学部 FD 活動報告書

国際教養学部 2018 年度 FD 委員会委員 後藤邦夫

  2017 年度新設の本学部では、の本学部では、本学部では、1 年次、2 年次の本学部では、授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンの本学部では、円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンな実施、全科目でのアクティブ・ラーニン実施、全科目でのアクティブ・ラーニンでの本学部では、アクティブ・ラーニン
グの活用を中心に以下の活動を実施した。の本学部では、活用を中心に以下の活動を実施した。を中心に以下の活動を実施した。中心に以下の活動を実施した。に以下の活動を実施した。以下の活動を実施した。の本学部では、活動を中心に以下の活動を実施した。実施した。

1. 当初計画

1) 円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンな実施、全科目でのアクティブ・ラーニン授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン実施
   
2) FD 勉強会・報告会の本学部では、開催
   
3) FD 講演会の本学部では、開催
   
4) 教育効果の点検評価の本学部では、点検評価

5) 教員相互の授業参観の促進の本学部では、授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン参観の促進の本学部では、促進
   
2. 2018 年度活動内容

1) 教授会の本学部では、さいに以下の活動を実施した。授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンや問題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、問題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、を中心に以下の活動を実施した。抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、思われる学生に関する情報を交換した。また、われる学生に関する情報を交換した。また、に以下の活動を実施した。関する情報を交換した。また、する情報を中心に以下の活動を実施した。交換した。また、した。また、Q2 の本学部では、 ASU
留学プログの活用を中心に以下の活動を実施した。ラムも円滑に実施できた。も円滑に実施できた。円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンに以下の活動を実施した。実施できた。

2) 下の活動を実施した。記の通りの本学部では、通りり 1 回開催した。

FD 研究会 
日時: 2018 年 6 月 27 日(水) 教授会終了後 16:10 から 17:10 
場所: Q 棟 7 階会議室 7 
テーマ: 学生に関する情報を交換した。また、レポート等のスタイルに関する意見交換 等のスタイルに関する意見交換 の本学部では、スタイルに関する意見交換 に以下の活動を実施した。関する情報を交換した。また、する意見交換した。また、 (英文、和文、その本学部では、他) 
話題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、提供者: 後藤 邦夫 
出席者: 学部教員 15 名
概要: 授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンや問題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、演習で提出を求めるレポートのスタイルで提出を中心に以下の活動を実施した。求めるレポートのスタイルめるレポート等のスタイルに関する意見交換 の本学部では、スタイルに関する意見交換 (書式、フォーマット等のスタイルに関する意見交換 ) に以下の活動を実施した。関する情報を交換した。また、して矛盾のない指導をすの本学部では、な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンい指導をすを中心に以下の活動を実施した。す
るために以下の活動を実施した。情報を中心に以下の活動を実施した。交換した。また、した。

英文は APA、MLA の本学部では、 2 種類に準拠すれば問題がないが、 それらから派生した、和文のレポートと論文のスに以下の活動を実施した。準拠すれば問題がないが、 それらから派生した、和文のレポートと論文のスすれば問題がないが、 それらから派生した、和文のレポートと論文のス問題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、がな実施、全科目でのアクティブ・ラーニンいが、 それらから派生に関する情報を交換した。また、した、和文の本学部では、レポート等のスタイルに関する意見交換 と思われる学生に関する情報を交換した。また、論文の本学部では、ス
タイルに関する意見交換 は分野や学会ごとに 細部が異なることを認識した。細部はや問題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、学会ごと思われる学生に関する情報を交換した。また、に以下の活動を実施した。 細部が異なることを認識した。細部はな実施、全科目でのアクティブ・ラーニンること思われる学生に関する情報を交換した。また、を中心に以下の活動を実施した。認識した。細部はした。細部は 3 年次の本学部では、演習で提出を求めるレポートのスタイル以後の本学部では、科目でのアクティブ・ラーニンで指導をすするの本学部では、で、
それまでは基本的事項を授業で取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要はを中心に以下の活動を実施した。授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンで取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要はり扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要はい、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルに関する意見交換 を中心に以下の活動を実施した。統一する必要はする必要は
な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンい、等のスタイルに関する意見交換 の本学部では、意見があった。 

3) 下の活動を実施した。記の通りの本学部では、通りり 1 回開催した。

FD 講演会 (学科研究会と思われる学生に関する情報を交換した。また、併設の本学部では、)
日時：2018 年 10 月 18 日（木）　17 時 30 分～18 時 30 分 
場所：Q 棟７階　会議室（７１） 
演題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、：企業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンが求めるレポートのスタイルめる人材とは～就活の現場から と思われる学生に関する情報を交換した。また、は～就活の本学部では、現場から 
講師： 篠田花子氏　（株式会社ジオコス　取締役） ジオコス　取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要は締役） 
出席者: 国際教養学部教員 13 名
概要: 本学部学生に関する情報を交換した。また、の本学部では、職業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン選択基準調査、企業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンの本学部では、求めるレポートのスタイルめる人間資源像、 
新しい仕事と思われる学生に関する情報を交換した。また、生に関する情報を交換した。また、活の本学部では、バランス、等のスタイルに関する意見交換 に以下の活動を実施した。ついて興味深い内容の講演であった。 い内容の本学部では、講演であった。 
活発な質疑もあり、今後の学生の職業指導に役立つ内容であった。 な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン質疑もあり、今後の学生の職業指導に役立つ内容であった。 も円滑に実施できた。あり、今後の本学部では、学生に関する情報を交換した。また、の本学部では、職業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン指導をすに以下の活動を実施した。役立つ内容であった。 つ内容であった。 

4) 学生に関する情報を交換した。また、に以下の活動を実施した。よる授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン評価

4 学期とも授業を担当する教員が多いので、全学で実施する「学生による授業評価」の実施回数が多と思われる学生に関する情報を交換した。また、も円滑に実施できた。授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンを中心に以下の活動を実施した。担当する教員が多いので、全学で実施する「学生による授業評価」の実施回数が多いの本学部では、で、全学で実施する「学生による授業評価」の実施回数が多学生に関する情報を交換した。また、に以下の活動を実施した。よる授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン評価」の本学部では、実施回数が多いので、全学で実施する「学生による授業評価」の実施回数が多
かった。

WebClassで学生に関する情報を交換した。また、用を中心に以下の活動を実施した。ポート等のスタイルに関する意見交換 フォリオ用を中心に以下の活動を実施した。疑もあり、今後の学生の職業指導に役立つ内容であった。 似コースの運用を継続した。コースの本学部では、運用を中心に以下の活動を実施した。を中心に以下の活動を実施した。継続した。した。
1 年次生に関する情報を交換した。また、に以下の活動を実施した。は Q1 開始時、Q2 終了時、Q3 開始時、Q4 終了時の本学部では、 4 回、2 年次生に関する情報を交換した。また、に以下の活動を実施した。は、Q1 開始時、Q3
開始時、Q3 終了時、Q4 終了時の本学部では、 4 回の本学部では、入力を求めた。を中心に以下の活動を実施した。求めるレポートのスタイルめた。

5) 多いので、全学で実施する「学生による授業評価」の実施回数が多元文化論(2 年次 Q1、オムも円滑に実施できた。ニバス形式)の本学部では、大教室使用を中心に以下の活動を実施した。コマでの本学部では、担当者間の本学部では、相互の授業参観の促進参観の促進が 4件程度
あった。

3. 点検評価



1) 効果の点検評価が上がっている事項がっている事項を授業で取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要は

• アクティブ・ラーニングの活用を中心に以下の活動を実施した。と思われる学生に関する情報を交換した。また、留学プログの活用を中心に以下の活動を実施した。ラムも円滑に実施できた。は成功している。している。2 年次学生に関する情報を交換した。また、の本学部では、討論、発な質疑もあり、今後の学生の職業指導に役立つ内容であった。 表スキルが大きスキルに関する意見交換 が大き
く向上したことを、帰国後の報告会での英語による発表で確認できた。向上がっている事項したこと思われる学生に関する情報を交換した。また、を中心に以下の活動を実施した。、帰国後の本学部では、報告会での本学部では、英語による発表で確認できた。に以下の活動を実施した。よる発な質疑もあり、今後の学生の職業指導に役立つ内容であった。 表スキルが大きで確認できた。

• 研究会で文書作成指導をすに以下の活動を実施した。関する情報を交換した。また、する認識した。細部はを中心に以下の活動を実施した。共有した。また、講演会では、本学部学生のアンケートした。また、講演会では、本学部学生に関する情報を交換した。また、の本学部では、アンケート等のスタイルに関する意見交換 
結果の点検評価等のスタイルに関する意見交換 から、学生に関する情報を交換した。また、の本学部では、職業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンに以下の活動を実施した。対する意識や希望を知ることができた。する意識した。細部はや問題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、希望を知ることができた。を中心に以下の活動を実施した。知ることができた。ること思われる学生に関する情報を交換した。また、ができた。

2) 改善を要する事項を中心に以下の活動を実施した。要する事項を授業で取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要は

• ポート等のスタイルに関する意見交換 フォリオは学年が進むに以下の活動を実施した。つれて入力を求めた。率が低下している。原因の一つは教員からの案内不が低下の活動を実施した。している。原因の一つは教員からの案内不の本学部では、一する必要はつは教員からの本学部では、案内不
足であると思われる。ただし、ポートフォリオは各学生自身の自己点検・評価を目的とするので、であると思われる学生に関する情報を交換した。また、思われる学生に関する情報を交換した。また、われる。ただし、ポート等のスタイルに関する意見交換 フォリオは各学生に関する情報を交換した。また、自身の自己点検・評価を目的とするので、の本学部では、自己点検・評価を中心に以下の活動を実施した。目でのアクティブ・ラーニン的と思われる学生に関する情報を交換した。また、するの本学部では、で、
今後は FD 活動でな実施、全科目でのアクティブ・ラーニンく向上したことを、帰国後の報告会での英語による発表で確認できた。、全体的な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン教育活動と思われる学生に関する情報を交換した。また、して取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要はり扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要はう。

• オムも円滑に実施できた。ニバス形式以外の相互授業参観が少ない。の本学部では、相互の授業参観の促進授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン参観の促進が少ない。な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンい。
• 教員が互の授業参観の促進いの本学部では、教育・研究分野や学会ごとに 細部が異なることを認識した。細部はを中心に以下の活動を実施した。十分に以下の活動を実施した。理解していないので、学生への説明が難しい。していな実施、全科目でのアクティブ・ラーニンいの本学部では、で、学生に関する情報を交換した。また、への本学部では、説明が難しい。が難しい。しい。

4. 将来の発展方策の本学部では、発な質疑もあり、今後の学生の職業指導に役立つ内容であった。 展方策

1) 効果の点検評価が上がっている事項がっている事項を授業で取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要は

• 集計可能な情報を集計して、学習の進捗を数量的にも把握する。な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン情報を中心に以下の活動を実施した。集計して、学習で提出を求めるレポートのスタイルの本学部では、進捗を数量的にも把握する。を中心に以下の活動を実施した。数量的に以下の活動を実施した。も円滑に実施できた。把握する。する。
• 教員の本学部では、主観の促進に以下の活動を実施した。よる学生に関する情報を交換した。また、の本学部では、スキルに関する意見交換 等のスタイルに関する意見交換 に以下の活動を実施した。関する情報を交換した。また、するアンケート等のスタイルに関する意見交換 調査実施を中心に以下の活動を実施した。検討する。

2) 改善を要する事項を中心に以下の活動を実施した。要する事項を授業で取り扱い、複数教員が担当するクラスで細部までスタイルを統一する必要は

• 相互の授業参観の促進参観の促進の本学部では、促進に以下の活動を実施した。は、学部教員が参観の促進しや問題を抱えていると思われる学生に関する情報を交換した。また、すいように以下の活動を実施した。、公開に以下の活動を実施した。適当な実施、全科目でのアクティブ・ラーニン内容の本学部では、コマを中心に以下の活動を実施した。アナウンス
する、15 分以内の本学部では、授業の円滑な実施、全科目でのアクティブ・ラーニンダイジェスト等のスタイルに関する意見交換 ビデオを中心に以下の活動を実施した。作成し閲覧するなどの方策を検討する。するな実施、全科目でのアクティブ・ラーニンどの本学部では、方策を中心に以下の活動を実施した。検討する。

• 教員が互の授業参観の促進いの本学部では、教育・研究内容を中心に以下の活動を実施した。紹介するためのするための本学部では、 FD 研究会の本学部では、開催を中心に以下の活動を実施した。検討する。

以上がっている事項




